

























































【結果】18から 29歳、30から 49歳、50から 69歳、70歳以上の 4群でビタミン B12摂
取量を比較したところ、ビタミン B12摂取量は 4群間に有意差があり、50歳未満群では 50


















血漿 BNP 濃度を従属変数として、年齢、BMI、eGFR で補正を行い、全血ビタミン B1濃
度の寄与を検討したところ、有意な負の寄与が認められた。約 3分の 2の対象者で血漿 BNP






第 4章．循環器疾患患者におけるビタミン B1栄養状態に関する研究 
【目的】第 3章の結果をもとに、循環器疾患患者において同様の検討を行った。 
【対象者】循環器内科を受診する患者を対象者とした。 








た、ループ利尿薬使用群の方が、全血ビタミン B1濃度が有意に低く、血漿 BNP 濃度が有
意に高値であった。 
【考察】循環器疾患患者においても、ビタミン B1欠乏・不足群では、ビタミン B1は血漿
BNP濃度と有意に関連し、ビタミン B1不足と心不全リスクが関連することが示唆された。 
 
総合考察 
 本研究では水溶性ビタミンであるビタミンB12とビタミン B1について研究を行い、日本
人においてこれらビタミンの不足者や、疾患においては欠乏者が存在していることを示し
た。また、欠乏までいかない不足であっても疾患リスク増加と関連があることを示した。
今後、日本人を対象とした水溶性ビタミンと疾患との関連のより詳細な研究が必要である
と考えられる。 
